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前
立
腺
が
ん
は

男
性
で一
番
多
い

国
が
ん
で
す 。
治
療
方
法
は
手

術
と 、
放
射
線 、
ホ
ル
モ
ン

治
療
で
す 。
放
射
線
治
療
は

二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す 。

前
立
腺
の
外
か
ら
照
射
す
る

外
照
射
と 、
前
立
腺
の
内
か

ら

照射
す
る
内

照射
で
す 。

こ
の
内
照
射
が
小
線
源
治
療

で
す 。
短
期
間
の
入
院
で 、

身
体
の
負
担
が
少
な
い
治
療

で
す 。
徳
島
県
内
で
は
徳
島

大
学
病
院
と
徳
島
市
民
病
院

で
行
っ
て
い
ま
す 。

3
泊
4
日
の
ム
院
に
な
り

ま
す 。
腰
か
ら
針
を
刺
し 、

下
半
身
だ
け
麻
酔
し
ま
す 。

治
療
時
間
は
2
時
間
で
す 。

放
射
線
を
出
す
線
源
(
50
S

1
0
0
個）
を 、
前
立
腺
に

埋
め
込
み
ま
す 。
線
源
は
5

ff5
ほ
ど
で 、
チ
タ
ン
製
で
す 。

治療
後
は 、
ベ
ッ
ド

上
で
安

静
に
し
ま
す 。
治
療
翌
日
か

ら
食
事
や
歩
行
が
で
き
ま

徳
島
大
学
病
院

泌
尿
器
科
助
教

手術で装着 内部か

身
体
負
担
少
な
く
入
院
短
期

I 前立腺がんの小線源治療 l

微
で 、
同
居
者
へ
の
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん 。
線
源
か
ら
出

る
放
射
線
は 、
次
第
に
弱
ま

楠
原

義
人

ら放射線
す 。
退
院
直
後
か
ら
日
常
生

活
に
戻
れ
ま
す 。
た
だ
し 、

埋
め
込
ん
だ
直
後
は
注
意
点

が
あ
り
ま
す 。
乳
幼
児
や
妊

婦
へ
配
慮
が
必
要
で 、
長
時

間
の
接
触
は
控
え
ま
す 。
と

は
い
え
成
人
へ
の
影
響
は
軽

がん何でもクイズ
がんの治療への応用が期待される0
00細胞。 000には何が入るか。
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行こうよ！がん検診

70
代
の
男
性
で
す 。
検
診
で
異
常
が
あ
る
と
指
摘
を
受
け 、
精
査
の
結
果 、
前
立
腺
が
ん

と
の
診
断
で
し
た 。
治
療
方
法
を
相
談
す
る
中
で 、
手
術
や
放
射
線
外
照
射
の
他
に 、
小
線

圏
源
治
療
が
あ
る
と
知
り
ま
し
た 。
小
線
源
治
療
は 、
ど
ん
な
治
療
で
す
か 。

り
ま
す 。
小
線
源
治
療
の
1

醤
に
は 、

慇知
線
は
ほ
と

ん
ど
出
ま
せ
ん 。

小
線
源
治
療
で
は 、
放
射

線
に
よ
る
副
作
用
が
あ
り
ま

す 。
放
射
線
の
刺
激
で 、
排

督
状
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す 。
例
え
ば 、
排
尿
し
に

く
く
な
っ
た
り 、
尿
の
回
数

が
多
く
な
っ
た
り 、
急
に
ト

イ
レ
に
行
き
た
く
な
っ
た
り

し
ま
す 。
手
術
で
見
ら
れ
る

よ
う
な
尿
漏
れ
は 、
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん 。
こ
れ
ら
症

状
は
排
尿
改
善
薬
で
対
応
し

ま
す 。
次
第
に
症
状
は
軽
減

し
ま
す
が 、
数
年
は
持
続
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す 。

前
立
腺
が
ん
は 、
手
術 、

放
射
線
外
照
射 、
内
照
射（
小

線
源
治
療）
と
多
く
の
治
療

方
法
が
あ
り
ま
す 。
ど
の
治

療
を
選
ん
で
も 、
治
療
の
効

果
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す 。一
方 、

入
院
期
間
や
身
体
へ
の
負

担 、
副
作
用
に
違
い
が
あ
り

ま
す 。
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
の

醤 、
短
所
を
比
べ 、
ど
の

治
療
方
法
が
良
い
か 、
主
治

医
と
じ
っ
く
り
相
談
し
て
く

だ
さ
い 。（

第
4
土
曜
掲
載）
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